
【感動ある学校】 共みがき 【感動できる生徒】

『夢の実現に向けて」 校長 小林 英樹

新年明けましておめでとうございます。

昨年は新型コロナウイルスの問題に明け暮れた年

となりました。皆さんはこの一年間、どのように過ご

し、何を感じてきたでしょうか。

新型コロナウイルス、これは私たちの誰もが経験

したことのない大変な問題です。先が見通せない閉

塞感も漂っています。このような状況を「何とかした

い」と誰もが思っているはずです。しかし、「何とか

する」のに見合った知識、経験、判断力が備わってい

ないために、解決への糸口がなかなか見つからない

状況です。そこで大切なことは、現在の状況をしっかりと記憶しておくこと。日々変化する事態を

現在進行形で把握し、心に刻んでおくことです。そして、この瞬間の自分の思いを忘れないこと。

新型コロナウイルス問題の中、自分はどう思って何を感じていたのかを、今後の自分の前進のため

に胸に焼き付けておくことです。将来同じような問題が起きた時、進むべき道を冷静に見極め、指

し示すことがきっとできるはずです。

過去は変えることはできません。しかし、未来はこれから作ることができるのです。今、この瞬

間から、自分の意志で未来は作られていきます。新型コロナウイルスの問題で先が見通しにくい今

だからこそ、未来に目を向けてみましょう。自分の夢に思いを馳せてみましょう。新型コロナウイ

ルスの問題を解決するためのエネルギーは、きっと自分たちの夢の実現へとつながっていくはずで

す。
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桜山からのご来光 （昨年度立志式当日）



１２月１０日（木）に、新生徒会役員選挙が行われ

ました。今回の選挙では、２年生から２名、１年生か

ら２名が立候補しました。立会演説会では、各候補の

生徒が、学校行事の企画・運営はもとより、全校生徒

の日々の学校生活が充実したものになるよう様々な方

策を考えて、全校生徒の前で、自分の公約を熱く語る

姿が見られました。そして、全校生徒が真剣に捉えて

選挙に臨み、その結果、次のとおり新役員が決定しま

した。これまで３年生が中心となって築き上げてきた

伊佐中の伝統や文化を、今度は、新生徒会役員が中心

となって、しっかりと引き継ぐとともに、自分たちの

色を出しながら新しい風を吹き込んで、学校全体を盛

り上げ、より良い学校づくりに取り組んでいってほし

いと願っています。

【新生徒会役員（執行部）】

《２年生》 上田 ちひろ さん

山本 帆乃香 さん

《１年生》 池部 理穂 さん

篠田 栞 さん

１１月１９（木）、２０（金）の２日間の日程

で、「伊佐小６年生模擬登校」が行われ、伊佐小６

年生１３名が、実際に伊佐中学校に登校し、中学校

生活の説明を受けたり、授業体験をしたりしまし

た。授業体験では、１つ上の先輩である１年生と机

を並べて授業を受けました。１年生が６年生に数学

の問題の解き方などを教えたり、国語や英語の授業

で、ペアやグループで活動をしたり、理科の授業で

は、一緒に実験に取り組んだりするなど、中学生の

先輩たちと楽しく交流しながら、中学校の授業を体

験することができたと思います。また、６年生に親

身になっていろいろなことを教えたり、アドバイス

をしたりする中学生の姿を見て、微笑ましく、頼も

しく感じました。今後も、このような小中合同の行

事を継続的に実施していきながら、小学校と中学校

の交流をさらに深めていきたいと思います。

来年４月に、６年生が本校新入生として入学して

くることを、生徒、教職員一同、とても楽しみに待

っています。

１２月６日（日）に、マツダ自動車試験場におい

て、第１３回美祢市駅伝競走大会が開催されました。

本校駅伝部（臨時部）の生徒たちは、この日のため

に貴重な放課後の時間を使い、継続的に一生懸命練習

に励んできました。大会当日は、女子６区間（３周：

９．９ｋｍ）・男子６区間（６周：１９．５ｋｍ）で

競われました。『One Team』の精神で自分の任された

区間を最後まで全力で走り抜き、次走者に確実にタス

キをつないでくれました。チームのために一生懸命に

走る姿は、とても感動的なものでした。

４日（月）校務始め

７日（木）３年生習熟度テスト

８日（金）始業式 職員会議

１２日（火）専門委員会

１５日（金）月例集会

２１日（木）第５回学校運営協議会(拡大協議会)

２７日（水）口座振替

２８日（木）専門委員会

２９日（金）全学年習熟度テスト

３０日（土）１，３年保護者参加型参観日

２年立志式

生徒会役員選挙 伊佐小６年生模擬登校

学校だよりへのご意見・ご要望等がございましたら、

伊佐中学校までお願いします。
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１月の行事予定
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